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歴史総合（必須問題   1   ） 
 

1 ［歴史総合］ 

 

次の文章を読み，後の問い（問 1～8）に答えよ。資料には，省略したり，改めたりしたところがある。 

 

１８７０年代以降，列強が植民地の拡大を競い合い，アジア・アフリカなどへの進出を加速させる 

(1)帝国主義の時代となった。この時期の日本は，(2)明治維新を経て近代国家への道を歩み，政治体

制の近代化や工業化とともに，国境画定を進めていった。そして日清戦争・日露戦争を経て，日本も

列強の一員となっていった。 

(3)第一次世界大戦後の日本は慢性的な不況に悩まされたため，１９３０年代に入ると，軍部や右翼

の間では軍事行動によって経済危機を打開する動きが起きた。次の資料は昭和７年（１９３２年）に上

海に駐在していた重光公使が国際連盟から派遣された調査団と会談を行った後，芳沢外務大臣に

宛てて送った電報の一部である。 

 

資料 

さて，今日の事態と，かつて張作霖や張学良の時代における満蒙（満洲とモンゴル）の情勢と

に，どのような違いがあるのか。...（中略）...（満蒙は）張作霖の時代においても，実質的には中

国中央政府の支配をほとんど受けていなかった...（中略）...特に張作霖が日本の行動や支援

のもとでその地位を保ってきたことは，当時，世界的にもよく知られた事実である。にもかかわ

らず，それに対して当時，国際連盟やアメリカ，または  (4)  の調印国のいずれからも抗議

があったという話は聞かない。このような過去の事実に照らすならば，現在，  (5)  が日本

の支援や好意によって統治者の地位にあることに対しても，どの方面からも異議を唱える理由

はないはずである。 

（外務省編纂『日本外交文書』） 
 

 

その後，このような見解が認められずに日本が国際連盟を脱退すると，続いてドイツも連盟を脱

退した。国際的に孤立した両国は接近し，１９３７年にはイタリアも加えて(6)日独伊防共協定を結んだ。

こうして形成された枢軸陣営の各国は軍事行動によって勢力を拡大したが，第二次世界大戦では敗

戦国となった。 

第二次世界大戦後，ドイツは (7)アメリカ主導の西側陣営に属するドイツ連邦共和国（西ドイツ）と，

ソ連主導の東側陣営に属するドイツ民主共和国（東ドイツ）に分かれた。一方(8)日本は，アメリカを中

心とする連合国軍に占領され，ＧＨＱ（連合国軍最高司令官総司令部）の指導の下で，民主化改革

が進められた。 

  



 

2 
 

問 1 

下線部(1)に関連して，１９世紀にアジア・アフリカ各地の植民地化を進めたヨーロッパの国の名前

と，その国が植民地化した地域の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ

選べ。解答番号は【１】。 

 

ア フランス ― エジプト 

イ フランス ― ベトナム 

ウ オランダ ― エジプト 

エ オランダ ― ベトナム 

  

 

問 2 

下線部(2)に関連して，日本では 1889 年に大日本帝国憲法が発布されたが，この憲法の起草を

主導した人物の名前として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は

【２】。 

 

ア 伊藤博文 イ 木戸孝允 ウ 徳川慶喜 エ 西郷隆盛 

 

 

問 3 

 下線部(3)に関連して，第一次世界大戦中（１９１４～１８年）の各国の状況について述べた文１～４

について，正しいものの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答

番号は【３】。 

 

1 アメリカでは，最初の大陸横断鉄道が開通した。 

2 ロシアでは，レーニンがソヴィエト政権を樹立した。 

3 オスマン帝国では，ミドハト憲法が制定された。 

4 日本は，中国に二十一カ条の要求の大部分を認めさせた。 
 
 

ア １ ・ ３ イ １ ・ ４ ウ ２ ・ ３ エ ２ ・ ４ 
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問 4 

資料中の波線部の状況をもたらしたきっかけは，鉄道線路の爆破事件であった。地図中の位置

①・②のうち，この事件が起きた位置を示すものと，この事件名の組合せとして最も適当なものを，

選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【４】。 

 

 

 

ア ① — 南京事件  イ ① — 柳条湖事件 

ウ ② — 南京事件  エ ② — 柳条湖事件 

 
 

問 5 

空欄  (4)  に入る中国に関する条約と空欄  (5)  に入る人名の組合せとして最も適当なも

のを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【５】。 

 

ア   (4)  下関条約 ―   (5)  溥儀 

イ   (4)  下関条約 ―   (5)  孫文 

ウ   (4)  九カ国条約 ―   (5)  溥儀 

エ   (4)  九カ国条約 ―   (5)  孫文 

  

 

 

歴史総合 
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問 6 

 下線部(6)に関連して，日本・ドイツ・イタリアにおける次のⅠ～Ⅲの出来事が，古いものから順に

正しく配列されたものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【６】。 

 

Ⅰ 日本が「大東亜共栄圏」の建設を表明した。 

Ⅱ イタリアでムッソリーニが首相に就任した。 

Ⅲ フランスとの戦争に勝利して，ドイツ帝国が成立した。 
 
 

ア Ⅰ → Ⅱ → Ⅲ  イ Ⅰ → Ⅲ → Ⅱ 

ウ Ⅱ → Ⅲ → Ⅰ  エ Ⅲ → Ⅱ → Ⅰ 

 

 

問 7 

下線部(7)に関連して，第二次世界大戦後のアメリカ合衆国および西側諸国の状況について述べ

た文として誤っているものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【７】。 

 

ア アメリカ合衆国は，ヨーロッパ復興のためのマーシャル=プランを発表した。 

イ アメリカのケネディ大統領は，「スターリン批判」を行った。 

ウ フランスのド=ゴール大統領は，中華人民共和国を承認した。 

エ フランスや西ドイツなどにより，ヨーロッパ共同体（ＥＣ）が成立した。 

 

 

問 8 

下線部(8)に関連して，第二次世界大戦後の日本の状況について述べた文１～４について，正しい

ものの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【８】。 

 

1 日米安全保障条約を結んだ結果，国際連合（国連）への加盟を実現した。 

2 田中角栄内閣が，中華人民共和国との国交正常化を実現した。 

3 アメリカに対する日本の貿易黒字が拡大し，日米貿易摩擦が生じた。 

4 国連平和維持活動（ＰＫＯ）協力法を制定し，ベトナム戦争に派兵した。 
 
 

ア １ ・ ３ イ １ ・ ４ ウ ２ ・ ３ エ ２ ・ ４ 

  
 

歴史総合 
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日本史探究 （選択問題  2 ～ 5  ） 
 

2 ［日本史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～10）に答えよ。 

 

Ａ 唐の軍事的脅威が高まるなか朝鮮三国で権力集中が進むと，６４５年，蘇我蝦夷・入鹿が

中大兄皇子らに滅ぼされる  (1)  がおこり，新政権の下で改革が始まり，中央集権化が

進められた。 

７０１年，大宝律令が制定され，(2)律令に基づく政治が始まったが，この過程で藤原氏が台

頭した。９世紀に入ると，応天門の変に際し，  (3)  は摂政となるなど，中央政界において

藤原氏が勢力を拡大する一方で，地方では律令に基づく支配は動揺した。 

１０世紀は東アジアの国際関係が大きく変化した時代であった。唐が滅亡して五代十国が

興亡し，中国東北部では  (4)  が契丹により滅ぼされた。一方，日本では律令体制が崩

壊し，武士が台頭した。院政期になると，平氏は治天の君の信任を得て重く用いられるよう

になった。そして，１１６７年には，(5)平清盛が太政大臣に就任するなど，平氏の権勢が確立し

た。 

 

問 1 

空欄  (1)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【９】。 

 

ア 承和の変 イ 正中の変 ウ 霜月騒動 エ 乙巳の変 

  

  

問 2 

下線部(2)に関連して，律令制における八省のなかで，天皇の側近で詔書の起草にあたった省と

して最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【10】。 

 

ア 中務省 イ 大蔵省 ウ 刑部省 エ 民部省 
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問 3 

空欄  (3)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【11】。 

 

ア 藤原不比等 イ 藤原良房 ウ 藤原鎌足 エ 藤原広嗣 

  

 

問 4 

空欄  (4)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【12】。 

 

ア 新羅 イ 渤海 ウ 高句麗 エ 百済 

  

 

問 5 

下線部(5)に関連して，平清盛が修築した大輪田泊があった国の名として最も適当なものを，選

択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【13】。 

 

ア 摂津 イ 土佐 ウ 駿河 エ 越前 
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Ｂ 鎌倉幕府は，将軍と御家人の主従関係を存立基盤とした。源頼朝は主君として御家人を 

 (6)  に任じることなどにより御恩を提供し，御家人は従者として軍役などをつとめて奉公

した。１３世紀後半，  (7)  が高麗などとともに日本を襲撃した際，幕府は九州に所領をも

つ御家人らを動員して迎え撃った。しかし，恩賞の不十分さや北条氏への権力集中などが原

因で幕府に対する御家人の不信感が強まった。 

やがて，幕府に不満をもつ武士たちが後醍醐天皇の呼びかけに応じて立ちあがり，１３３３

年，鎌倉幕府は滅亡した。その後，建武の新政，さらに(8)南北朝の動乱の時代に入った。 

室町時代には，自治的・自立的村落である惣村が発展し，惣村の百姓は一揆を結んで実

力行使に出ることもあった。１４２８年には，(9)正長の徳政一揆がおこり，混乱は畿内近国など

に波及した。応仁の乱以降は戦国大名が各地で台頭した。甲斐から信濃に領土を拡張した 

 (10)   は，川中島で上杉氏と戦った。 

 

 

問 6 

空欄  (6)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【14】。 

 

ア 知行国主 イ 管領 ウ 郡司 エ 地頭 

  

 

問 7 

空欄  (7)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【15】。 

 

ア 元 イ 明 ウ 隋 エ 漢 

  

 

問 8 

下線部(8)に関連して，南北朝時代の出来事を描いた軍記物として最も適当なものを，選択肢（ア

～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【16】。 

 

ア 吾妻鏡 イ 陸奥話記 ウ 将門記 エ 太平記 

  

  

 

日本史探究 
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問 9 

下線部(9)に関連して，正長の徳政一揆のきっかけとなったのは，近江坂本の運送業者の蜂起で

あった。この室町時代の運送業者として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解

答番号は【17】。 

 

ア 札差 イ 問屋 ウ 馬借 エ 土倉 

  

 

問 10 

空欄  (10)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答

番号は【18】。 

 

ア 毛利元就 イ 三好長慶 ウ 武田信玄 エ 長宗我部元親 

  

  

日本史探究 
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3 ［日本史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～10）に答えよ。 

 

Ａ 織田信長のあとを継いだ豊臣秀吉は，石山本願寺の跡地に  (1)  を築き始めるとと

もに，統一事業を進め，１５９０年，全国統一を実現した。 

秀吉の死後，(2)徳川家康は，１６０３年，征夷大将軍に任ぜられ，江戸に幕府を開き，翌

年には全国の大名に国ごとの郷帳・国絵図の作成を命じた。将軍職を子の秀忠に譲った

後も大御所として実権を握り，大坂の陣後の１６１５年，  (3)  を制定し，朝廷に対する

統制の基準を示した。 

１７世紀後半になると幕府収入が減少したため，  (4)  に登用された荻原重秀の進

言に基づく貨幣改鋳が行われ，幕府は巨額の差益を手にした。しかしこの政策は物価上

昇をまねき，庶民の生活を圧迫した。 

１７世紀後半から１８世紀前半にかけて，経済の先進地であった上方を中心に元禄文化

が展開し，(5)すぐれた文学作品が著された。 

 

 

問 1 

空欄  (1)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【19】。 

 

ア 安土城 イ 大坂城 ウ 二条城 エ 名護屋城 

  

 

問 2 

下線部(2)に関連して，１６００年に徳川家康が石田三成らを破った戦いとして最も適当なものを，

選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【20】。 

 

ア 関ヶ原の戦い イ 長篠の戦い 

ウ 山崎の戦い エ 桶狭間の戦い 
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問 3 

空欄  (3)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【21】。 

 

ア 武家諸法度 イ 禁中並公家諸法度 

ウ 寺院法度 エ 諸士法度 

  

 

問 4 

空欄  (4)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【22】。 

 

ア 大目付  イ 江戸町奉行  ウ 蔵元  エ 勘定吟味役 

  

 

問 5 

下線部(5)に関連して，『好色一代男』を著した人物として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のう

ちから一つ選べ。解答番号は【23】。 

 

ア 蔦屋重三郎 イ 近松門左衛門 

ウ 井原西鶴 エ 山東京伝 
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Ｂ １７世紀後半，幕府の年貢収納率は低下した。そのため，  (6)  藩主から８代将軍に就

任した徳川吉宗は，財政の再建に取り組んだ。さらに，１８世紀後半には，幕政を主導した老

中田沼意次が年貢増徴だけに頼らない新たな財源を模索し，(7)株仲間を積極的に奨励する

とともに，蝦夷地の開発計画も進めた。 

１７８７年，老中に就任した松平定信は，  (8)  の改革を行った。倹約や風紀粛正を実

施したが，将軍徳川家斉との対立もあり，老中辞職に追い込まれた。 

１８世紀末には(9)ラクスマンが根室に来航するなど，列強の船が日本近海にあらわれ，「鎖

国」体制が動揺を見せた。国内外のさまざまな矛盾が深刻化するなかで，本居宣長らに代表

される  (10)  が隆盛し，特に平田篤胤の唱えた復古神道が広く受け入れられ，幕末の尊

王攘夷運動に影響を与えた。 

 

 

問 6 

空欄  (6)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号【24】。 

 

ア 紀伊 イ 水戸 ウ 薩摩 エ 長州 

  

 

問 7 

下線部(7)に関連して，幕府が株仲間に上納させた営業税として最も適当なものを，選択肢（ア～

エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【25】。 

 

ア 分一銭 イ 本途物成 ウ 運上 エ 関銭 

  

 

問 8 

空欄  (8)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【26】。 

 

ア 文久 イ 寛政 ウ 享保 エ 天保 

  

  

 

日本史探究 
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問 9 

下線部(9)に関連して，ラクスマンはどこの国の使節か。最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のう

ちから一つ選べ。解答番号は【27】。 

 

ア アメリカ イ イギリス ウ オランダ エ ロシア 

  

 

問 10 

空欄  (10)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答

番号は【28】。 

 

ア 国学 イ 朱子学 ウ 陽明学 エ 折衷学 

  

 

  

日本史探究 
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4 ［日本史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～8）に答えよ。 

 

Ａ (1)明治政府は，近代国家を目指し法制度の整備を進めた。フランスやドイツなどの各種法

律を参考にしながら，民法・刑法・商法などにつながる近代法典を編纂し，成文法体系を構

築していった。そして，１８８９年には(2)大日本帝国憲法が制定され，天皇主権に基づく立憲

体制が確立した。一方で，自由民権運動に対する弾圧を目的とする治安立法が制定される

など，言論・集会などの自由に対する抑圧が強められた。 

大正時代には(3)政党政治や市民的自由への関心が高まり，陪審法や労働争議調停法な

どが制定され，戦後の民主的法制へとつながる基盤が築かれた。他方，(4)治安立法の対象

は拡大され，学問や思想に対する統制が強められた。 

 

 

問 1 

下線部(1)に関連して，明治政府が取り組んだ政策について述べた文Ｘ・Ｙと，それに関連する語

句ａ～ｄの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【29】。 

 

X これにより，公議世論の尊重と，開国和親の方針が示された。 

Y これにより，中央から府知事・県令が派遣された。 
 

a 五箇条の誓文 b 五榜の掲示 c 版籍奉還 d 廃藩置県 
 
 

ア X — a   Y — c イ X — a   Y — d 

ウ X — b   Y — c エ X — b   Y — d 

  

 

問 2 

下線部(2)に関して述べた文として誤っているものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答

番号は【30】。 

 

ア 天皇は神聖不可侵とされた。 

イ 帝国議会は衆議院と参議院の二院制とされた。 

ウ 国務大臣は天皇を輔弼することとされた。 

エ 裁判は天皇の名の下に行われるとされた。 
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問 3 

下線部(3)に関連して，「憲政の常道」と呼ばれる時期の出来事について述べた文Ⅰ～Ⅲについ

て，古いものから順に正しく配列されたものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は

【31】。 

 

Ⅰ 護憲三派内閣と呼ばれた加藤高明内閣のもとで，普通選挙法が制定された。 

Ⅱ 田中義一内閣が共産党員の一斉検挙を行う，三・一五事件が起きた。 

Ⅲ 海軍の青年将校らが犬養毅首相を暗殺する，五・一五事件が起きた。 
 
 

ア Ⅰ — Ⅱ — Ⅲ イ Ⅱ — Ⅰ — Ⅲ 

ウ Ⅱ — Ⅲ — Ⅰ エ Ⅲ — Ⅰ — Ⅱ 

 

 

問 4 

下線部(4)に関連して，以下の資料は治安維持法の条文の一部である。空欄   ａ  ・  ｂ   に

入る語句の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【32】。 

 

 

資料 

第 1 条   ａ   ヲ変革シ又ハ   ｂ   ヲ否認スルコトヲ目的トシテ結社ヲ組織シ又ハ情ヲ

知リテ之ニ加入シタル者ハ十年以下ノ懲役又ハ禁錮ニ処ス 

(『官報』) 

 

ア a － 国体  b － 私有財産制度 

イ a － 国体  b － 社会主義思想 

ウ a － 社会  b － 私有財産制度 

エ a － 社会  b － 社会主義思想 
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Ｂ １９４５年に日本はポツダム宣言を受諾して(5)連合国による占領統治を受けいれた。その

後，(6)日本国憲法の制定により，新たな法秩序を築いた。大日本帝国憲法の下で施行され

ていた法律のうち，新憲法の理念に合致していないものは改廃され，個人の尊厳と権利保

障が強化された。１９６０年代から１９８０年代にかけては，(7)高度経済成長に伴う社会問題

や，その後の社会の多様化と価値観の変化に対応する方向へ法制度は変化していった。さ

らに１９９０年代以降は(8)行政改革とあわせて司法改革が大きな政治テーマとなり，市民が

司法手続きに直接参加する「裁判員制度」が導入された。 

 

 

問 5 

下線部(5)に関連して，連合国による占領統治を受けていた時期の出来事について述べた文とし

て誤っているものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【33】。 

 

ア 軍国主義者や戦争協力者に対する公職追放が行われた。 

イ 団結権を保障するために，労働組合法が新たに制定された。 

ウ 農地改革の結果，小作農は地主に地租を納めることとされた。 

エ 学校教育法が制定され，六・三・三・四制の学校制度が成立した。 

 

 

問 6 

下線部(6)に関して述べた文として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答

番号は【34】。 

 

ア 陸海空軍その他の戦力は保持しないこととされた。 

イ 国家の主権は天皇が引き続き保持することとされた。 

ウ 最高裁判所の裁判官は国会が指名することとされた。 

エ 憲法改正は天皇の発議によって行われるとされた。 

 

  

日本史探究 
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問 7 

下線部(7)に関連して，１９６０年代から１９８０年代にかけて制定された法律について述べた文Ｘ・

Ｙと，それに関連する語句ａ～ｄの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ

選べ。解答番号は【35】。 

 

X 大気汚染などを規制し，事業者・国・地方公共団体の責務を明らかにした。 

Y 労働に関する男女差別を禁止した。 
 

a 公害対策基本法 

b 環境基本法 

c 男女雇用機会均等法 

d 男女共同参画社会基本法 
 
 

ア X — a   Y — c イ X — a   Y — d 

ウ X — b   Y — c エ X — b   Y — d 

  

 

問 8 

下線部(8)に関して述べた文Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のう

ちから一つ選べ。解答番号は【36】。 

 

X 竹下登内閣のもとで，国鉄の分割・民営化が行われた。 

Y 小泉純一郎内閣のもとで，郵政民営化が行われた。 
 
 

ア X — 正  Y — 正 イ X — 正  Y — 誤 

ウ X — 誤  Y — 正 エ X — 誤  Y — 誤 

  

  

日本史探究 
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5 ［日本史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～8）に答えよ。 

 

Ａ 江戸幕府は，和親条約，ついで通商条約を締結してイギリスとの外交関係を樹立した。幕

末期のイギリスは(1)攘夷をめぐる事件を背景に幕府からは距離をとるようになったが，明治

政府が西洋的制度の導入を急速に進めるとこれに協力し，多方面に影響を与えた。日英通

商航海条約の調印により(2)不平等条約の改正は大部分が達成され，日英同盟協約は，日本

にとって最初の対等な軍事同盟であり，国際社会における地位を高める役割を果たした。 

(3)日露戦争や第一次世界大戦への参戦を通じ，日英両国は実際に連携して行動した。 

しかし，１９２０年代に入りワシントン会議において結ばれた条約に基づき日英同盟は終了

し，その後，両国はしだいに距離を置くようになった。特に１９３０年代から１９４０年代にかけ

ての日本の対外拡張政策はイギリスの反発を買い，両国関係を悪化させ，(4)第二次世界大

戦の原因の一つとなった。 

 

問 1 

下線部(1)に関連して，幕末期における攘夷をめぐる事件について述べた文Ⅰ～Ⅲについて，古

いものから順に正しく配列されたものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【37】。 

 

Ⅰ 尊王攘夷を主張する志士が安藤信正を襲撃する，坂下門外の変が起きた。 

Ⅱ 薩摩藩の島津久光の行列が東海道でイギリス人を殺傷する生麦事件が起きた。 

Ⅲ 長州藩による攘夷実行の報復として，四国艦隊下関砲撃事件が起きた。 
 
 

ア Ⅰ — Ⅱ — Ⅲ イ Ⅱ — Ⅰ — Ⅲ 

ウ Ⅱ — Ⅲ — Ⅰ エ Ⅲ — Ⅰ — Ⅱ 

 

問 2 

下線部(2)に関して述べた文Ｘ・Ｙと，それに関連する語句ａ～ｄの組合せとして最も適当なものを，

選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【38】。 

 

X アメリカとの交渉を成功させ，関税自主権の完全回復を実現させた。 

Y ロシアの皇太子が襲撃されたこの事件の責任をとり，青木周蔵が外相を辞任した。 
 

a 小村寿太郎 b 陸奥宗光 c ノルマントン号事件 d 大津事件 
  
 

ア X — a   Y — c イ X — a   Y — d 

ウ X — b   Y — c エ X — b   Y — d 
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問 3 

下線部(3)に関して述べた文Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のう

ちから一つ選べ。解答番号は【39】。 

 

X 満洲（中国東北部）と韓国（大韓帝国）をめぐる戦争であった。 

Y アメリカのセオドア＝ローズヴェルト大統領の仲介によって講和条約が結ばれた。 
 
 

ア X — 正   Y — 正 イ X — 正   Y — 誤 

ウ X — 誤   Y — 正 エ X — 誤   Y — 誤 

 

  

問 4 

下線部(4)に関連して，地図中の地点Ⅰ～Ⅳのうち，日本軍に占領されたイギリスの植民地はど

れか。最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【40】。 

 

ア Ⅰ イ Ⅱ ウ Ⅲ エ Ⅳ 
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Ｂ 戦後，日本は連合国軍の占領を受け，イギリスもその一国として極東委員会に参画し，日

本の再建と民主化に一定の役割を果たした。１９５１年の(5)サンフランシスコ平和条約締結を

経て，翌年に日英は正式に国交を回復した。こののち，日本は(6)経済成長を遂げる中で，イ

ギリスとの経済関係を再構築した。ブリティッシュ・ペトロリウム（ＢＰ）を含む石油メジャーと

石油輸出国機構(ＯＰＥＣ)との対立などを背景とした(7)原油価格高騰などを経て，両国間の

貿易・投資は拡大し，日本企業の英国進出も増加した。この間，文化面ではイギリス文学の

日本への紹介が進み，イギリスで育ったカズオ・イシグロが２０１７年に(8)ノーベル文学賞を

受賞した。 

 

 

問 5 

下線部(5)に関連して，サンフランシスコ講和会議とサンフランシスコ平和条約に関して述べた文

として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【41】。 

 

ア 日本の全権代表は，幣原喜重郎総理大臣であった。 

イ 中華人民共和国が中国政府を代表して参加した。 

ウ 平和条約には講和会議に参加したすべての国が調印した。 

エ 平和条約によって，朝鮮の日本からの独立が規定された。 

 

 

問 6 

下線部(6)に関連して，いわゆる「高度経済成長」に関して述べた文として誤っているものを，選択

肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【42】。 

 

ア ＯＥＣＤ(経済協力開発機構)への加盟が認められるなど，開放経済体制への移行が進

んだ。 

イ 成長が続くなか，アジアで初めてのオリンピックが東京で開催された。 

ウ 日本万国博覧会の開催にあわせて，東海道新幹線の運行が開始された。 

エ 各家庭に白黒テレビ・電気洗濯機・電気冷蔵庫が普及し，「三種の神器」と呼ばれた。 
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問 7 

下線部(7)に関連して，資料は，１９６０年代以降の原油価格の推移を表したグラフである。資料に

関して述べた文Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。

解答番号は【43】。 

 

資料 １バレル当たりの原油価格の推移 

 
単位：アメリカドル，数字は各年内の名目平均値である 

（世界銀行“World Bank Commodity Price Data (The Pink Sheet)”より作成） 

 

X １９７０年代の原油価格上昇は，湾岸戦争が起こったことにより生じた。 

Y ２０００年代の原油価格上昇により，バブル経済が崩壊した。 
 
 

ア X — 正   Y — 正 イ X — 正   Y — 誤 

ウ X — 誤   Y — 正 エ X — 誤   Y — 誤 

 

 
問 8 

下線部(8)に関連して，日本人のノーベル賞受賞者について述べた文Ｘ・Ｙと，それに関連する人

物ａ～ｄの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【44】。 

 

X 中間子理論の研究で，日本人最初のノーベル賞受賞者となった。 

Y 『雪国』などでの表現の巧みさが評価され，日本人最初のノーベル文学賞受賞者となった。 
 

a 湯川秀樹 b 大江健三郎 c 川端康成 d 利根川進 
  
 

ア X — a   Y — c イ X — a   Y — d 

ウ X — b   Y — c エ X — b   Y — d 

日本史探究 
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世界史探究 （選択問題  2 ～ 5  ） 
 

2 ［世界史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～10）に答えよ。 

 

Ａ 仏教は紀元前６世紀から５世紀ころのインドで，シャカ族の王子だった  (1)  が創始し

た。彼の教えは各地に広がったが，時代が経つにつれてそのなかから多様な思想が生まれ，

上座部仏教や大乗仏教などが成立した。 

中央アジアを経由して中国に仏教が伝わったのは，記録によれば紀元前後のころと考え

られており，伝承では(2)大月氏からの使節が中国に仏教を伝えたとされている。最初は外国

の新しい知識と考えられていた仏教は，魏晋南北朝時代に一般民衆にまで広がっていった。

特に五胡十六国時代には西域出身の僧侶が布教活動を行い，また中国からも経典を求め

て(3)インドを訪れる僧侶が現れた。各地に石窟寺院が造営され，王朝によって保護された

が，一方で北魏の太武帝のように仏教を弾圧した皇帝も現れた。(4)隋唐時代も，仏教はその

教えが国家を守護すると考えられたために保護された。多くの仏典がもたらされ，また漢訳

されたが，唐の皇帝は(5)老子の子孫を自称していたため，道教を保護し仏教弾圧が行われ

ることもあった。 

 

 

問 1 

空欄  (1)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【9】。 

 

ア アショーカ イ ガウタマ=シッダールタ 

ウ チャンドラグプタ エ ナーガールジュナ 

 

 

問 2 

下線部(2)に関連して，張騫を大月氏に派遣した皇帝の時代から本格的に実施された漢代の官吏

登用制度として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【10】。 

 

ア 骨品制 イ 駅伝制 ウ 郷挙里選 エ 租調庸制 
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問 3 

下線部(3)に関連して，インドを訪れた法顕がまとめた旅行記として最も適当なものを，選択肢（ア

～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【11】。 

 

ア 『西遊記』 イ 『世界の記述』 ウ 『大唐西域記』 エ 『仏国記』 

  

問 4 

下線部(4)に関連して，北朝から隋唐に至る王朝を総称して拓跋国家と表現することがあるが，拓

跋氏を一氏族として含む狩猟遊牧民として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。

解答番号は【12】。 

 

ア スキタイ イ 鮮卑 ウ ブール人 エ フン人 

  

 

問 5 

下線部(5)に関連して，老子が説いた思想を表す言葉として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）

のうちから一つ選べ。解答番号は【13】。 

 

ア 性悪説 イ 菩薩信仰 ウ 無為自然 エ 滅満興漢 
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Ｂ スカンディナヴィア半島やユトランド半島を原住地とするノルマン人は，  (6)  とも呼ば

れて海賊という印象をもたれている。けれどもその多くは農民で，(7)交易を行うときに武力

を用いることがあったため，そのことが海賊に関する印象に影響していると考えられる。ノル

マン人が用いた船は「ロングシップ」と呼ばれ，船腹が狭く，また喫水の浅いものだった。彼ら

は船を巧みに操って川を遡り，また農村を襲うこともあったため，中小の領主がノルマン人

からの保護を求めて(8)封建的主従関係（封建制度）が発達する一因となった。 

ノルマン人はヨーロッパ各地に侵入したが，ルーシと呼ばれる一派はリューリクに率いら

れ，まず  (9)  に拠点を定めた。続いてキエフにも拠点を設けたが，この地はドニエプル

川に面しており，川を下ると黒海，そして(10)ビザンツ帝国の都コンスタンティノープルと接触

することが可能であった。西方へと向かったノルマン人は，北フランスの一角にノルマンディ

ー公国を建てた。ノルマン騎士はやがて地中海方面にも進出して，イスラーム勢力と戦いつ

つ，南イタリアやシチリア島を支配していった。また，ノルマン人は大ブリテン島にも侵入し，

やがて王権の強い王朝を打ち立てた。 

 

 

問 6 

空欄  (6)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【14】。 

 

ア ヴァイキング イ キルギス ウ ヒクソス エ マジャール人 

  

 

問 7 

下線部(7)に関連して，イスラーム世界との東方貿易で繁栄し，「アドリア海の女王」と称された北

イタリアの海港都市として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は

【15】。 

 

ア ヴェネツィア イ カノッサ ウ ジェノヴァ エ ナポリ 

  

 

問 8 

下線部(8)に関連して，封建社会において荘園領主が国王の課税権や裁判権などの行使を拒否

できる特権の名称として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【16】。 

 

ア 聖職叙任権 イ 不輸不入権（インムニテート） 

ウ カピチュレーション エ プロノイア制 
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問 9 

空欄  (9)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【17】。 

 

ア アムステルダム  イ カレー  ウ ノヴゴロド  エ ベルリン 

  

 

問 10 

下線部(10)に関連して，ビザンツ皇帝が７２６年に発布したが，ローマ教会との対立を深める結果

となった法令として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【18】。 

 

ア 宗教寛容令 イ 十二表法 ウ 聖像禁止令 エ ナントの王令 

  

  

世界史探究 



 

25 
 

3 ［世界史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～10）に答えよ。 

 

Ａ ヨーロッパ諸国の中で，いち早くアジアへの航路を開拓したのはポルトガルだった。アフリ

カ大陸南端の喜望峰に到達した１０年後の１４９８年に，  (1)  がインド西南部のカリカット

に到達し，インド航路が開かれた。その後ポルトガルはゴアを占領してアジア貿易の拠点と

すると，東進してマレー半島の(2)マラッカを占領，さらにモルッカ（マルク）諸島にも到達し

た。その結果，ムスリム商人たちは新たにジャワ島とスマトラ島の間のスンダ海峡を経由する

航路も利用して交易を続けた。このため，その航路に近いバンテン王国やアチェ王国が発展

した。 

ポルトガルは中国にも進出して  (3)  の居住権を獲得し，また日本とも接触した。こう

してポルトガルはアジア貿易を活発に行い繁栄したが，王家が断絶すると(4)スペインに併合

された。その後，アジア貿易では東インド会社を設立したオランダや(5)イギリスが優勢になっ

た。 

 
 

問 1 

空欄  (1)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【19】。 

 

ア ヴァスコ=ダ=ガマ イ カボット 

ウ コロンブス エ ピサロ 

 

 

問 2 

下線部(2)に関連して，ポルトガルに占領された時のマラッカ王家が信仰していた宗教として最も

適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【20】。 

 

ア イスラーム教 イ キリスト教 ウ 仏教 エ ユダヤ教 

  

 

問 3 

空欄  (3)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【21】。 

 

ア 台湾 イ 香港 ウ マカオ エ マニラ 
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問 4 

下線部(4)に関連して，マゼランが到達し，のちにスペインが１９世紀末まで植民地とした地域とし

て最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【22】。 

 

ア タイ イ フィリピン ウ ベトナム エ ミャンマー（ビルマ） 

  

 

問 5 

下線部(5)に関連して，イギリス東インド会社が設立されたときのイギリス国王として最も適当なも

のを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【23】。 

 

ア ジョン王 イ エリザベス 1 世 

ウ マリア＝テレジア エ ルイ 14 世 
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Ｂ 現在のトルコ共和国の首都アンカラは，１５世紀初頭にオスマン帝国がティムール軍に敗れ

た古戦場の近くにある。この戦いは，中央アジアから西アジアに拡大したティムールが，アナ

トリアに進出した際に起こった。戦いに敗れたオスマン帝国のスルタン  (6)  はティムール

の捕虜となり，王朝も一時中断した。勝利後，ティムールは(7)明への遠征を企てたが，その途

上で死去した。 

ティムールの死後，復興したオスマン帝国はバルカン半島に勢力を拡大し，やがてコンス

タンティノープルを占領してビザンツ帝国を滅ぼした。続いて(8)サファヴィー朝を破ってシリ

アに進出した。さらにエジプトの  (9)  を滅ぼしてヨーロッパ・アジア・アフリカの３つの大

陸にまたがる領土を支配する帝国となった。オスマン帝国最盛期の君主スレイマン１世は，宗

教改革の影響を受けていた神聖ローマ帝国に侵攻して，ハプスブルク家の拠点であるウィー

ンを包囲し，また地中海方面ではスペインを破って制海権を獲得した。しかし１７世紀に再び

行ったウィーン包囲は失敗に終わり，以後は(10)領土を縮小させていった。 

 

 

問 6 

空欄  (6)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【24】。 

 

ア アウラングゼーブ イ バヤジット 1 世 

ウ マンサ=ムーサ エ ムアーウィヤ 

 

 

問 7 

下線部(7)に関連して，明の建国者である朱元璋が実施した政策として誤っているものを，選択

肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【25】。 

 

ア 一世一元の制の導入 イ 中書省の廃止 

ウ 辮髪の強制 エ 六諭の制定 

 

 

問 8 

下線部(8)に関連して，サファヴィー朝の国教として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちか

ら一つ選べ。解答番号は【26】。 

 

ア アタナシウス派 イ 十二イマーム派 

ウ スンナ派 エ ネストリウス派 

 

  

世界史探究 



 

28 
 

問 9 

空欄  (9)  に入る語句として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【27】。 

 

ア アイユーブ朝 イ プトレマイオス朝 

ウ マムルーク朝 エ ムハンマド=アリー朝 

 

 

問 10 

下線部(10)に関連して，１６９９年に締結され，オスマン帝国がハンガリーをオーストリアに割譲す

ることになった条約として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は

【28】。 

 

ア ウェストファリア条約 イ カトー=カンブレジ条約 

ウ カルロヴィッツ条約 エ ユトレヒト条約 
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4 ［世界史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～8）に答えよ。 

 

Ａ １８世紀の後半には，イギリスから独立したアメリカ合衆国が，(1)憲法を制定して共和政を

採用した。アメリカ独立戦争に参加したフランスの自由主義貴族のラ＝ファイエットは，フラン

ス革命の際，人権宣言の起草にたずさわった。その後，フランス革命で実現した諸改革や理

念は，ナポレオン法典に影響を与え，またナポレオンの対外戦争を通じて，ヨーロッパの各地

にも広がっていった。ナポレオン没落後のヨーロッパはウィーン体制のもと，(2)自由主義やナ

ショナリズムが抑圧された。それでもなお，ヨーロッパの諸革命と並行して自由主義的改革

が進展し，１９世紀半ばの(3)クリミア戦争後はイタリアやドイツにおいて国家統一が実現した。

一方，１８世紀にイギリスで始まった(4)産業革命は，１９世紀には他の欧米諸地域でも始まり，

各地で資本主義社会が形成され，自由主義改革の進展に影響を与えた。 

 

 

問 1 

下線部(1)に関連して，資料はアメリカ合衆国憲法修正第１３条の一部である。資料が制定された

時期と，１９世紀のアメリカ合衆国について述べた文Ⅰ・Ⅱについて，古いものから順に正しく配列さ

れたものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【29】。 

 

資料 

奴隷制度および強制的な労役は，正当に有罪判決を受けた犯罪に対する刑罰を除き，合衆

国またはその管轄下にあるいかなる地においてもあってはならない。 

（「アメリカ合衆国憲法」）  

 

Ⅰ フロンティアの消滅が宣言された。 

Ⅱ ルイジアナをフランスから購入した。 
 
 

ア Ⅰ → Ⅱ → 資料の制定 イ Ⅱ → Ⅰ → 資料の制定 

ウ Ⅱ → 資料の制定 → Ⅰ エ 資料の制定 → Ⅰ → Ⅱ 
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問 2 

下線部(2)に関連して，１９世紀のヨーロッパにおける自由主義改革やナショナリズムについて述

べた文として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【30】。 

 

ア イギリスでは，航海法が制定された。 

イ マッツィーニが，青年イタリアを組織した。 

ウ 二月革命の影響で，ポーランドが独立した。 

エ フランクフルト国民議会で，ドイツ関税同盟が成立した。 

 

 

問 3 

下線部(3)に関連して，クリミア戦争について述べた文Ｘ・Ｙと，クリミア戦争の講和条約の名称ａ・

ｂの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【31】。 

 

X この戦争中に，ロシアでは血の日曜日事件が起こった。 

Y ギリシア正教徒保護を口実に，ロシアはオスマン帝国と開戦した。 
 

a ポーツマス条約 b パリ条約 
  
 

ア Ｘ — ａ イ Ｘ — ｂ ウ Ｙ — ａ エ Ｙ — ｂ 

  

 

問 4 

下線部(4)に関連して，１８世紀後半から１９世紀にかけて起こった各分野の技術革新について述

べた文Ｘ・Ｙの正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番

号は【32】。 

 

X フルトンが蒸気機関車を発明した。 

Y カートライトが力織機を発明した。 
 
 

ア X — 正  Y — 正 イ X — 正  Y — 誤 

ウ X — 誤  Y — 正 エ X — 誤  Y — 誤 
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Ｂ 欧米列強の進出を受けた(5)アジア・アフリカの諸地域は，１９世紀から２０世紀にかけて植

民地や保護国となったり，不平等な条約を結ばされたりするなど，様々な変化を経験した。植

民地化された(6)インドでは，イギリスの綿製品の流入で現地の綿工業は打撃を受け，経済的

従属が進んだ。一方，不平等条約を結ばされた地域では，  (7)  のもとで近代化を進め

たタイや，  (8)  を掲げた洋務運動を展開した清朝など，西洋の思想・文化を取り入れ，

列強に対抗しようとする動きも見られた。また，国際体制も変化した。中国を中心とする冊封

体制は，(9)清が列強の進出をうけて動揺する過程で崩壊し，１９世紀末には東アジアも主権

国家体制に組み込まれた。 

 

 

問 5 

下線部(5)に関連して，１９世紀の列強やアジア・アフリカ諸国の動向について述べた文１～４につ

いて，正しいものの組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号

は【33】。 

 

1 イギリスは，アフリカ縦断政策を推進した。 

2 フランスは，ビルマ全域を仏領インドシナ連邦に編入した。 

3 オスマン帝国では，タンジマートと呼ばれる改革が進められた。 

4 フィリピンでは，イスラーム同盟（サレカット＝イスラム）が組織された。 
 
 

ア １ ・ ３ イ １ ・ ４ ウ ２ ・ ３ エ ２ ・ ４ 

  

 

問 6 

下線部(6)について述べた文Ｘ・Ｙについて，正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～

エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【34】。 

 

X 東インド会社の傭兵（シパーヒー）の反乱を機に，インド大反乱が起こった。 

Y 国民会議派のジンナーは，塩の行進を組織した。 
 
 

ア X — 正  Y — 正 イ X — 正  Y — 誤 

ウ X — 誤  Y — 正 エ X — 誤  Y — 誤 
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問 7 

空欄  (7)  と  (8)  に入る語句の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちか

ら一つ選べ。解答番号は【35】。  

 

ア  (7)  ラーマ５世 －  (8)  扶清滅洋 

イ  (7)  ラーマ５世 －  (8)  中体西用 

ウ  (7)  ホー＝チ＝ミン －  (8)  扶清滅洋 

エ  (7)  ホー＝チ＝ミン －  (8)  中体西用 

 

 

問 8 

下線部(9)に関連して，１９世紀末に列強は中国における自国の勢力圏を定め，拠点となる地域を

租借した。列強の国名と，その国が租借した地域の位置の組合せとして最も適当なものを地図から

選び，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【36】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ア ロシア ― ａ イ ドイツ ― b 

ウ ドイツ ― ａ エ ロシア ― b 
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5 ［世界史探究］ 

 

次の文章Ａ・Ｂを読み，後の問い（問 1～8）に答えよ。 

 

Ａ 第一次世界大戦は総力戦となり，本国の男性だけではなく，女性や植民地の人々も動員

された。戦争に動員された人々は権利意識を強め，戦後には民主化運動が広がり，植民地

ではインドネシア国民党を率いた  (1)  による民族運動などが高揚した。また，第一次世

界大戦中に輸出などで大きな利益を上げたアメリカ合衆国では，大衆社会が本格的に展開

する一方，白人中産階層を中心に保守的な傾向が強まり，  (2)  が制定されるなど排他

的な動きが見られた。大戦後のヨーロッパでは，イタリアにファシズム政権が誕生したが，ド

イツとフランスを中心に(3)国際協調の機運が高まった。しかし，(4)１９２９年にアメリカ合衆国

ではじまった恐慌が世界に波及すると，各国は自国の問題を優先するようになり，国際協調

の機運は後退した。こうしたなか，(5)ナチス＝ドイツとイタリアが接近し，その動きに加わる勢

力と，反発する勢力との間で，次第に国際的な対立が深まっていった。 

 

 

問 1 

空欄  (1)  と  (2)  に入る語句の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちか

ら一つ選べ。解答番号は【37】。 

 

ア  (1)  マンデラ －  (2)  移民法 

イ  (1)  マンデラ －  (2)  公民権法 

ウ  (1)  スカルノ －  (2)  移民法 

エ  (1)  スカルノ －  (2)  公民権法 
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問 2 

下線部(3)に関連して，国際協調の一つの例として，１９２５年に結ばれたロカルノ条約がある。地

図中のⅠ・Ⅱのうち，ロカルノ条約で非武装地帯として再確認された地域の位置と，地域名の組合せ

として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【38】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ア Ⅰ — ラインラント イ Ⅱ — ラインラント 

ウ Ⅰ — ズデーテン エ Ⅱ — ズデーテン 

  

  

問 3 

下線部(4)に関連して，世界恐慌の時期の各国の動向について述べた文Ｘ・Ｙの正誤の組合せと

して最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【39】。 

 

X アメリカ合衆国では，全国産業復興法（NIRA）が制定された。 

Y イギリスでは，マクドナルドが挙国一致内閣を組織した。 
 
 

ア X — 正  Y — 正 イ X — 正  Y — 誤 

ウ X — 誤  Y — 正 エ X — 誤  Y — 誤 

  

 

  

Ⅰ 

Ⅱ 
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問 4 

下線部(5)に関連して，ナチ党が権力を握っていた時代の出来事について述べた文Ⅰ～Ⅲについ

て，古いものから順に正しく配列されたものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は

【40】。 

 

Ⅰ スペイン内戦で，フランコを支援した。 

Ⅱ スターリングラードの戦いで，ソ連軍に敗れた。 

Ⅲ 全権委任法により，立法権を掌握した。 
 
 

ア Ⅰ → Ⅱ → Ⅲ イ Ⅱ → Ⅰ → Ⅲ 

ウ Ⅱ → Ⅲ → Ⅰ エ Ⅲ → Ⅰ → Ⅱ 

  

  

世界史探究 



 

36 
 

Ｂ １９４５年に発足した国際連合は，今日まで多様な役割を果たしてきた。１９４８年には第３回

総会で  (6)  が採択された。(7)スエズ戦争（第２次中東戦争）の際には，国連緊急軍

（UNEF）が発足し，停戦の監視を担った。１９６４年には途上国の経済開発を促進する国連

貿易開発会議（UNCTAD）が発足し，１０年後の１９７４年には，(8)途上国と先進国の経済格

差の是正を目指す，「新国際経済秩序樹立宣言」が採択されるなど経済問題も対応した。そ

のほかにも，環境を主題とする初の国際会議である  (9)  が開催されるなど，環境問題

の対策にも国連が関与している。また，(10)イランや北朝鮮の核兵器開発疑惑に対しても，国

連は制裁を行うなどの対応をとってきた。国連の役割は多様であり，様々な観点からこの世

界の平和や安全を守るために活動をしている。 

 

 

問 5 

空欄  (6)  と  (9)  に入る語句の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちか

ら一つ選べ。解答番号は【41】。 

 

ア  (6)  世界人権宣言 －  (9)  国連人間環境会議 

イ  (6)  世界人権宣言 －  (9)  先進国首脳会議（サミット） 

ウ  (6)  門戸開放宣言 －  (9)  国連人間環境会議 

エ  (6)  門戸開放宣言 －  (9)  先進国首脳会議（サミット） 

 

 

問 6 

下線部(7)について述べた文 X・Y の正誤の組合せとして最も適当なものを，選択肢（ア～エ）の

うちから一つ選べ。解答番号は【42】。 

 

X ナセルによるスエズ運河国有化宣言が，勃発のきっかけとなった。 

Y 戦争の結果，イスラエルはシナイ半島に占領地を拡大した。 
 
 

ア X — 正  Y — 正 イ X — 正  Y — 誤 

ウ X — 誤  Y — 正 エ X — 誤  Y — 誤 
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問 7 

下線部(8)に関連して，途上国の開発や経済成長に関して述べた文として誤っているものを，選択

肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。解答番号は【43】。 

 

ア アフリカ諸国の経済統合などを目指すアフリカ連合（ＡＵ）が設立された。 

イ 中華人民共和国の鄧小平は，「四つの現代化」を推進した。 

ウ パキスタンでは「ドイモイ」政策により，市場経済への移行が進められた。 

エ インドネシアのスハルト大統領は，開発独裁を行った。 

 

  

問 8 

下線部(10)に関連して，グラフは１９７２～８１年のイランにおける１日当たりの原油生産量の平均

値を，１年ごとに示したものである。このグラフにおいて平均生産量が「４０００」（４００万バレル）を下

回っている時期について述べた文として最も適当なものを，選択肢（ア～エ）のうちから一つ選べ。

解答番号は【44】。 

 

  【グラフ：イランの原油の１日平均生産量の年次変遷 メモリの単位は１０００バレル】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 （OPEC「年次統計速報 1999」から作成） 

 

ア モサッデグ（モサデグ）首相が，石油国有化を行った。 

イ イラン革命（イラン＝イスラーム革命）によってホメイニが権力を握り，欧米系の石油企業

を追放した。 

ウ 第４次中東戦争の際，アラブ石油輸出国機構（OAPEC）により，石油戦略が行われた。 

エ チョルノービリ（チェルノブイリ）の原子力発電所で，事故があった。 
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